
➣結核の定期健康診断の実施義務者、対象者実施時期

結核に係る定期健康診断の実施、
保健所への実施報告をお願いします。
結核に係る定期健康診断の実施、
保健所への実施報告をお願いします。

結核の定期健康診断の実施 結核の定期健康診断は、結核のり患率

が高い者や結核を発病すると周囲に感染させるおそれが高い者等に対する健康診断の
実施を義務付けて、結核の早期発見や、集団感染を防ぐことを目的としています。

結核の定期健康診断の実施報告 学校は感染症法※２第53条の2の

規定により、結核の定期健康診断を実施し、保健所に報告しなければなりません。し
かしながら、報告書が未提出である施設や受診率が低い施設が見受けられます。

※２ 感染症法：感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成10年法律第114号）

➣実施方法 喀痰検査、胸部エックス線検査、聴診、打診その他必要な検査

➣関係規定
感染症法第53条の2、第53条の7、感染症法施行令第12条、感染症法施行規則第27条の2

実施義務者 対象者 実施時期

学校※１長

業務に従事する者 毎年度

大学、高等学校、高等専門学校、専修学校又
は各種学校の学生、生徒
（修業年限が１年未満のものを除く。）

入学した年度

報告様式及び報告方法については施設等を所管する保健所へお問い合わせください。

学校※１⻑の皆様へ

※１ 学校：学校教育法に定める学校のほか、専修学校及び各種学校を含み、幼稚園を除きます。


